
ま え が き

本書を構想していた時期の2017（平成 29）年 1月頃には、「文科省の天下り
斡旋」で2009（平成 21）年頃から人事課OBを通じた組織ぐるみの再就職の斡
旋が行われてきたことが発覚した。同年の4月からは、前期講義が開始されよう
としていたころである。当時、テレビや新聞・週刊誌などのマスコミは「森友問
題」や「加計問題」などで、日本全国が非常に揺れていた時期に該当する。この
両方の問題は、筆者から見れば教育を食い物にする両理事長の人間性に大いに問
題があるのではないだろうかと感じたものである。
幾度となく“まえがき”を見直していると、「担任らの叱責を苦に自殺」とい
う新聞の見出しが目に飛び込んできた。残念なことに、2017（平成 29）年 3月
に福井県池田町の町立池田中学校の生徒が、担任と副担任に激しい叱責を繰り返
され、精神的に追い詰められて自殺に至ったことが書かれていた。また教員によ
る「指導死」ではないか。2012（平成 24）年に大阪市立桜宮高校で、バスケッ
トボール部顧問の教諭から体罰を受けた男子生徒（当時17歳）が自殺した事件
をもう忘れたのだろうか。
さて「教育」を『広辞苑』で引いてみると、“人間に他から意図をもって働きか

け、望ましい姿に変化させ、価値を実現させる活動”と記されている。それだけで
は、分かりづらい。次に『大辞泉』を引いてみると、“ある人間を望ましい姿に変
化させるために、心身両面にわたって、意図的、計画的に働きかけること。知識の
啓発、技能の教授、人間関係の慣用などを図り、その人の持つ能力を伸ばそうと試
みること”とある。そして二つ目の意味として、“学校教育によって身に付けた成
果”というのがあり、教育の類義語として訓育･薫育・教化・教授などが挙げられ
ている。この内容ならば、少しは「教育」について理解することができた。
そこで、さしあたり「教育」とは、辞書的な意味では“第三者が、ある人物に

対して知識や技能を授け、人間としてあるべき姿へ形成していこうとする一連の
活動”と解釈することができる。教員という職業は、まさに園児・児童・生徒・
学生に前述の行為をつかさどる職業であり、最も人間的な職業の一つである。
しかし、教育現場に目を向けてみると相も変わらず不登校・いじめやいじめを
苦にしての自殺・保護者による虐待などに関する問題が生起している。一方、保

　�
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護者や地域の人々は、教員への期待や要求を多様化・複雑化させるために、教員
は様々な困難な場面に直面している。最近では、教育現場をブラック産業とも揶
揄しているマスコミもある。
各大学において「教職課程」を担当する教員は、激動する社会や急変する教育
界の中で、次世代の社会を担い、自立して問題解決能力を持つ子どもを育成する
ことのできる資質・能力を培い、地球的視野から持続可能な社会の発展と構築へ
貢献する保育者・教育者・指導者の養成を日々めざさねばならない。
そこで、本書の執筆者一同は、幼稚園・小学校・中学校・高校の教諭から管理
職（教頭・園長・校長）まで勤め、教育行政でも学校指導課や教育研究所の指導
主事等を経験してきており、執筆者の大半が教職系大学院で修士号を取得し、実
践と理論の往還を経験した実務家教員で書かれでき上がったものである。それだ
けに、編著者としては、説得力のある内容に仕上がっていると自負している。
本書は、特に次の点に配慮した。教職をめざす学生が最初に学ぶ教職科目が

『教職入門』や『教職論』であるので、各章のはじめには要約を、各章末には学
習課題や参考文献を付記したのは前回と同様である。また、前回評判の良かっ
た“ミニ教育用語辞典”を今回も採用することにした。前回同様に各章単元の最
後に、教員採用試験に頻繁に出題される教育用語（10項目）を新たに選択して、
各章末に付記した。
本書の内容は、できる限り平易な文言で具体的に執筆することを、各執筆者の
先生方には編著者の方からお願いをしたところでもある。
執筆者の先生方もそれぞれの大学で重責を担っておられる方々ばかりなので、
執筆及び校正段階で時間がなく至らぬ点が多々あると思うのだが、ご叱声とご教
示をお願いする次第である。
最後になりましたが、（株）大学教育出版編集部の方々をはじめ代表取締社長
佐藤守氏には「教職入門」に関する書を今回で三冊執筆させていただき感謝ある
のみである。
また本書は、各執筆者の先生方のご協力がなければ、刊行に至ることは非常に
難しかったと思います。この場を借りて感謝の意をお伝えしたい。

平成29年 12月吉日
宝塚医療大学保健医療学部中田研究室にて　

中田正浩　
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